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数式による種 々なる造園植栽型の記載方法

永 見 健 一

(第七第八圖版附)

(昭和五年五月二十日受領)

1・緒 論 主題 の意 義及 主題 解法 の出発 点

§1・ あ り得 る樹木群落の外槻は云ふ迄 もな く無数で複雑多様であつて,之 を其儘直接に

一定の簡単 な記載に直窮 しようとする企ては元來理論上 常然不可能に近い 困難な事であら

う。然 るに,該 の外観上の複雑性に就ては,樹 木個体 の一切の外形上の複雑性,即 ち例へば

樹木の枝振 りや樹冠や根張 り等の変化色澤等が,其 最大なる因子 ミなつて 屠る事を何人 も

認 め得よう。然 し薙に,相 等廣大なる地積の造園植栽の紙上の設言1等に於ては,仕 事の重貼

は,其 等樹木個体 の外形上の局部的変位性 よりも,寧 ろ(!)樹 木全体 ざし一Lの大 さの数量及

樹水相互の植栽位置並に高さ等に,即ち 換言すれば,植 栽型の外部構造に於ける単位樹木の

水平的及 垂直的の相互關係に,及 び(2)樹 種の大体 の差別等に,一層 多 く依存する場合が

少 くない事を何八 も亦容易に首叩し得よう。況んや,一 定の地積 に亘る自然生林に於ける如

上の事柄が學問上最 も重要なる一記載要点と なる事は更に確 かな事實である。

今,著 者の試みは,此 等の事實に基いて,薙 に,"模 式(遣 園)植 栽型"

(略 して"模 式型",以 下同断)と いふ 一新概念を提出致 し,

其の特性を下記 の如 く一定に約束 し;撫 此概念を媒介とと して 主題の解決を或程度迄可能

となざんとするのである。

薙に著者の所謂"模 式型"は 之を二つに分けて"A模 式型""B模 式型"Sす る。 そ

うして,A模 式型Sは``考 へ得 るあらゆる造園植栽群落の外部梅鷺形態上の諸特性,特 に

其の単位樹木椙互の水平 的及垂直的關係の 諸特性を具備する事を 必要且十分の條件とする

虜の,一 つの假室上の(實 際には決 してない慮の)然 も具髄的なる(其 雛形は欲すれば作

り得 る虜の)一 ・定の立体幾何學的形態の単位 叉は其の繰 り返し模様が有する形態"と いふ

のであ り,B模 式型sは 如上の"A模 式型に加へて更に樹種と樹姿の極大体 を其構成因子

に添加考察 した虞の,前 より一層複雑な ものと 約束するのであるQ

(Landscape) Planting Type,

 Diagramatical



鼓に其等A,B各 模式型の数は其母型態(與 へられた現實の植栽型,以 下同蜥)と 同じく無数である

が,其 れは共の母形態の無数性 よりも甚数少数であつて,雨 者の比は,理 論上

母型体 の数:模 式型の数=00◎ ◎:00

といふ様な關係にあることとなるわけである。

か く致 して,次 に下記の如き一聯の槻念を組成する二段の命題について更に考察の歩を進

める。即ち

1)與 へ られたる任意の模式型の 形態観念を傳達するために 必要且 十分なる一定の簡明

なる数式記載が可能であるか如何か。

2)與 へ られたる任意の母型態から,其 の数式記載が簡明に可能であつて,然 も其母型体

の立体幾何學的構造上の 諸特性を出來得 る限 り保有 して 居る様な模式型を抽出する事が可

能であるか如何か。

そうして若 し,1)2)共 に可能であるならば,其 事實は理論上甚興味の深い事であると同

時に,之 を實際上に就て考へると,更 にそれは甚便宜 旺有効な實用上の応用牲を其自身に多

分に保有 して居 るのであつて,其 の事は實は當初既に若干暗示的にふれて置いナこ虜であり,

叉本論文の最後に一層精 しく吟味せんとする虜である。

然 るに1)は 本論文中次の本論に示す如 き方法に於1確 かに可能である。」父,2)は 暫 く

之を一つの技術上の問題とし て,人 が有つ虜の,事 實の認識判断能力に,郎 ち総じて人の才

能一般 に關聯して,一般 には何等かの程度に於て可能であると考へ得 るが如き性質の もので

ある。

此故を以つて以下の本論は相當の興味ある其存在価値 を 理論上及實際上確 かに保有する

であ らう事を先づ豫見し得 る事と なるのである。

II.本 論数 式 に よる,模 式型 を通 じての,

母型体の記載方法 の理論

§2・1."基 本型"及 其組合せ

先づ,樹 種及び樹姿が同一と假定 し,與 へられた母形騰を其の水平 的の外部構造上σ)諸特

性によつて,結 局凡そ5種 の基本単位 に分析 し,そ れにtS

基本型"な る名僻を與へ,其 各々を夫々簡単 な代表基本文字,例 へばA"A、 ・・1

……等で記載し,其 内容を夫 々…定に約束する事,第 七圖版の通 りにする。

Prototype
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第七圖版の説明:

記號A、 は単に 一1本植へた場合。

"A 、"2本,3本 等を概 して不等距離に一組Sし て植へた場合。

後 に応用 の條で云ふ処のプランと併用の場合は此一組の意味を明瞭にするためには,

精密には,各 樹幹中心点を点線で結びつけるを可ざ信ずる。記號の添数Suffixは 理

論上から云へば4-・5位 迄区別するの も意味があらうと思ふ。 然 し實用上一般には

プランに於ては点線を強ひて附せず,記 號の添数 も3に 止めるのが便利NS

信じる。即ち4以 上はi次のAア に編 人せ しめるのである。

猫,不 等距離 ざいふ事に就ては相等考ヘナこ結果であるが,其 由來に就ては 本文其自

身の全体 か ら自ら判明するであらう事と信 じ此処 に其簡単 な説明 の困難を恐れてわ

ざと述べない。

"A
pa"多 数本を相互に概 して不等距離に一組sし て植ヘナこ場合。精密なプランは各

樹幹中心点を貼線で結び つけるのを可 ミするが,實 際上一般にはそれを略す る事前

項と 同じ。

"A
pe"多 籔本を相互に墨.笠距離に一組と して植へた場合。T)

次に一般に同一の,及 異なる基本型の水平 的の繰 り返 しミ組合せ には夫 々数學上の記號

Σ及+を 以て し
,牽 いて,其 等の複雑なる混交型には此のと+と を夫々其数學的使用

法に準じて任意に幾回も使用する事 ざする。然 し,其 虜にも亦記載者の事物の認識剃断能力

が要求 されるのである。

(ambiguous)

Suffix

例へば前述の一組 といふ言葉に,或 一群の植栽型 を考へた場合には,そ れが 一般に,A,,A3,… …

…Ap等 とすべきであるに反 しそれが一組でない,単 なる偶然的な,ぱ らぱらな若 くは(反対1こ)整然た

る等距離1:近 く植へ られた,植 栽群である場合 には ΣA・ とすべきであるが如きである.而 乙てそれが

宴實果 して,一 組か 否かに就ては,理論 上では 唯一つの解答あるのみであるが・實際上では 甚曖昧

であつて;其結 局の区別に 之を記載者の認識判噺能力に一応 まかさざるを得ないのであ

る・そこで其結果,記 載法に上手下手の技術上の差異が生れて來 るが,之 は後に述べる如 く,此 方法の

一つの特性であつて,強 いて必ずこも此の方法の欠照 とのみ認むぺきものでは ないのである.追 つて

此の様な事情は此方法の全体 に通ごて現はれるであ らう事を豫め此虎で噺つて置く.

訳に各基本型を構成する単位樹木の大さに關する数量,及かくの如き単位樹木の繰 り返し

塵数 若 くは其度数の割合等を表はすに一定の記號文字及其記載方法を約束する事 第一表a

:)上 原 敬 二 氏 の"疎 林"(澄 ・雑.II・3.所 載scme園 植栽 法")型 に相 等 す ぺ きか,



Repetition Number

General  Formula

の如 くする。数 に,此 等の記號文字を単位樹木の"厩 性"及 其"繰 り返 し数"

叉は 其"比 例数"と 命名する事と約束す

るo

第一表 σの説明:

式(1)はA・ に就て其圏性及繰 り返 し度数等の記載方法であつて,式(2)は 簡箪の爲め

に後に述べ る一般式 及實用式等に於て 用ふる処のそれと 全等の記載略式である。(以 下全

等式は絡て同様の意味に解 して もらふ事とする。)

・扱か くするご
,一 般に樹 高が略 同一の,任 意の植栽型 のあ らゆるものの記載の一般式

として式1(第 二表 π)の 如 き形が成立する。 之を 叉一段式aと も呼ぶ

事とする。

………(式154は 式 の

Attribute

its " Proportion Number

 A7+E,A2+EA .3-1-- ......... +).Ap + ~Aa,~=ZAi-a~ say

鼓に,去 ふ迄 もな く,式 中,或 一つの基本型叉は其繰 り返 しの型がない項 は消去すればよろ

しい・叉實際上の必要に応じて は前段に約束 した単位樹木の大 さ,其 他に關する数量上の註訳(艮",第

一表 ・の全部の記號)を 約束通 りの使用法で附認するものとする。

又,或 一つの型体 が例へば ΣA・なりや,ΣA3なvJや 又は ΣApな りや等は理論上では解答が只一

つなるに關 らず,實 際上では甚数曖昧 とな り,結 果は記載法の上手下手 となるといふ檬

な事情は,前 に申したと同 じ次第であるが,特 に Σ の使用法,使 ひ虎の如何が結果の優劣委當不要常

の分れ虎の一 となる事は注意な要する点であらう・が,何 れにしても式1が 如上の意味の一般式 とし

て成立する事は明かである。

(ambiguous)

(term)

次にか くして得 られた一般式1が 或一定の水平的0)拡 が りに亘つて存在して居る事を現

はすには,数 學上の積分 法に於ける観念を類推的に輔貨して,接 が りが線的 の場合は

記號 ∫を附 じ,面 積 的Area1の 場 合 は 記號 ∬

Linear

を附し;更 に必要に応じ て 各々其 極限

Limitを 数學0)常 法の約束に從つて附けて以て,其範囲 の實際を表はす事S約 束する。猫

甚数複雑な数式に就ては如上の記號
∫
の右側の全体 を大括弧 〔〕で くくり其最後に,括 弧

外右下に小文字で,其単位 占有地積を適宜な方法で,例 へば

X=・mメ ーFルty=nメ ーFル 等

の如 く,記 人す る事と す る。

第 一表bは 以上 の記載 方法 の一例 であ る。

第 一表bの 説明:

式(1)は 樹 間距離 が一定 な一列 の植 栽が線距離abに 添 ふて其全範囲 に存在す る事を示



す ものであり,式(2)は 其一般的型式の数式であつて,之 郎並木式の原型である。(後 段,

記載例集 の條,式(5),(6)参 照)

式(3)は 規則型植樹による人工林が面債 の全範囲 に亘つτ存在する事を示す もσ)

であり;式(4)は 其一般的型式の数式であつて,之 郎 規則型植樹人工林0)一 般式 である。

(後段,同 上,式(7),(8)参 照)

 abxac

§2・2・ 垂 直 的変化

以上は樹 高を考へに入れない場合であるが;次 には樹 高を考慮に人れた場合 を考へる。此

場合には,先 づ測樹學の普通の観念に從つて"樹 高級"I!eightclassを 適當に選ぶのであ

るが,日 本の實際では,之 を上木三級,下 木一級,計 四級と選ぶだけで一慮十分 目.便宜かと信

ずる。但,其 各級の上下の籏が りの巾の数 量は必ずしも同一である事を 要しないのであつ

て,寧 ろ,實 際の記載に適合する様に一般に,若 くは當面の目的の範囲 で,任 意に選ぶ事 こ

する。而して其各級夫 々にA,,A",A!",及aの 代表記號文字を約束する。かくして,母 型

体の全体の高さの変化を"分数 類似式"を 以て表はす事 第二表b,

式II(二 段型),III(三1昼1型 一)及IV(四 段型)等 の如 くする。 薙に其の 第IV式 は

同時に,如 上の総ての場合 を包含する一般式と認め得 られ るのであつて,之 を叉一般式bS

呼ぶ事 ミする。

Fractionlike Formula

而して如上の多数の式中常に``理 論式"と"寳 用式"の 併立な見たのであるが,此 内理論式は實は'

實用式の誘導原式 とも考へ得られ るものであつて(後 段応用 の條参照)實 際には理論及實用の雨途共,

實用式の方が便利で,用 に十分之で足 リるのである。 然 しAとaと の区別は常に重要且効果的である

事な忘れてはならない。

次に更に新 めて,樹 高級の範囲 に於ける里位樹区毎の樹趣 鉱ヒ下1②醐減的及漸璽薗墜 動

'墜 に就て考へるのであつて;今 左標な変化 の状態を式(第

二表c)等 の記載法で表示する事s約 束する。

数に,式Iい 一一IV3の説明:

式Iい は樹 高平均 αで其上下に適當に漸減的に櫨がりを有つもの。

式Iv、 は樹高最高 αで其下に"""

式IV3は 樹高最低Ctで 其上に"""

そうして此等の記號 ↓↑を任意の(高 さの)多数 級に通じて記載 した場合の夫々の特殊

の意味は其本來の用法の延長的応用と して考へ らるべきであつて;繁 雑を避ける爲め薙には

 Gradual Variation IVI, IVz, IV3



其詳説を略したいと思ふ。(後 述記載例集の條参照)

最後に如上の総ての応用と して多数段植,交 は無数段植,の 記載方法上 の約束が,自 然に,

式V(第 二表d)の 如き形Sし て得 られるのである。

以上でA模 式型の数式記載に一応達成せられたのである。吹に模式型1:就てのそれな述べる。

§2・3・ 樹 種

樹種の魎別 には以上の方法で得た数式に於 ける代表基本文字Aを 分解 して,例 へば次の

如 く,若 くばこれと類似の分法に,書 き換へる事によつて之を琿別表示する事ざ約束するの

である。即例へば

鼓に此書 き換へによつても,前 数款に述べた数式記載法一般が可能である事は明かである。然 も特に

上木 と下木 とをA,… … 及al二,若 くは い,・…・・及 イ に分解するに事は實用上 甚効果的である事

は §2,2,に 於て も一部述ぺた通 りである。

§2・4・ 樹 姿

樹姿の区 別 に就ては,常 初に申した通 り,之 を精 しく簡明に,然 も如上の分法ご併存的な

形に於て記載する事は難中の難事である事が理論上明白である。

それ故,著 者は,此 問題に就ては暫 く只次の一点だけの区別表示 に止めねばならなかつた

のである。

即,鋏 を人れて刈込んだ場 合ご然 らざるとに論な く,奉 幹が通直で,樹 冠が一定の簡単 な

幾何學的形状(即 通常は本幹を中心と して放射的に,時 には左右 叉は 前後に正反対 の方向

に対聡形なるもの)を"整 形"と し,然 らざるものを"自 然形"ご 假 り

に区別 し;撫 其記號は整形の場合 にのみ ④ の如 くし,自 然形 の場合は其の儘に放置 して

置 くものミ約束するのである。 そうして,實 際に於て曖味 なものはなるべ く

自然形と認めて團ひを何 もつけない事 ミすると 約束する分がよろしいと 信ずるのである。

然 も此区 別表示は,そ れが簡単 な事柄 であるに關 らず,實 際上其効果的な事は,後 述記載

例集で其一般を知 られたいのである。

Formal

(ambignous)

Natural



扱,数 で例の通 り,如 上の総ての場合を包含 し得 る一般式を考へると,そ れは 式VI(第

二表e)の 如 きものと なるであらう。今之を又一般式cと 名づける事とす る。

鎧 局,吾 々は,あ らゆる模式型の一般式を 式a,b,cの 三種 に整理 して誕憶立 赴 出

來 るわけである。

§2・5・ 實際上の載記例(第 三表式0,1・2・…… 及 第八圖版参照)

第三表1--2は,以 上に述ぺた記載方法の一切を使つて,普 通吾人の 考へ得 る数種の模式

型若 くは其母型盟を記載した数式の激例である。

薙に,自 然にある最普通の左様なものの数式,即 例へば自然生林2)に対す る総括的一般式

を梢精 しく記載すると式d(第 三表ex・o)の 如 くなる。

今式中,樹 種,単位 樹木の贋性,樹 高級の数及其変移性等を一層複雑にし,加 へて之に樹

姿の区別をつけると,最 も複雑な模式型式が得 られるのであるが;反対 に,基 本型の種類,

単位樹木 の屡性及繰 り返 し撒と其比例等を簡単 にする事によつて,其 等は総じて順次括弧内

に くくり得 られ,若 くは滑去し得 られるから,式 は稽簡単と なり;更 に加へて,樹 種 樹高級

の数をより簡単にする事によつて,式 は一一・as簡単ミなり;結 局前段の一般式cミ なり;同b

ミな り,最後に 同aと なるのである。

扱第四表は,此 等aか らd迄 の問の無数の変化の内,吾 人の普通考へ得 られ る模式型の

数例に外 ならないのである。

IIL吟 味 及 懸 用

§3・1・ 本方法の根本方針の要約

如上の方法の根本方針を要約すると:

先づあら晩る母型燈,叉 は 其模式型(以下 同断)を 李面的に凡そ5種 の基本型に分析 し

て,其 夫 々に一定の代表基本文字 等を與へ,そ れ等を Σ及+の 記號で 再び

結 合す る事によつて第一次的 一般式aの 記載を得,次 に 其の分数類似式を以て母型体 の垂

直的変化を示す事Sし,其 一般式bを 得,其 間個体樹木の長 さに關する屡性 繰

り返 し度数等は 各々一定の 註訳的記號で 原基本文字の添数 羅 或は 極限

等の位置に記人し;整 形樹姿は原基本文字を圓環中に園む事で区別し;最 得に,其 現實limit

 (AI,  A2......)

suffix,

attribute,

power

2)寺 崎渡氏の用語法の意味.



の範囲,をDomain

∫・叉は∫∫
の極限 で示 レ;結 局 一般式cを 得んと す るものでlimit

ある。而して,以 上の全燈を通じて仕事の進行には常に一般数 學上の記號法の約束に出來得

る限 り準拠せん事を企圖し;か くて,例 へば 一群の類似植栽型に対して は常に其記載一般式

を與へると同時に,當 該母型体 の無限の変化形態に対して 其一般式の対応 的変化 も亦無限な

らしめ得 る様に工夫 したのである。

而して,思 ふに,以上 の根本方針が與へられて,然 もそれが仕事の解決に効果的である限 り,今 や若 し

欲するならば,同 様の考へ方を更に解折的に押 し進めて行 く事1こよつて植栽型 止の,両 蝕の外部構造形

態に關する幾何學上及数量上の,一層 詳 しい關係 も亦之を記載 し得る可能性が,理 論上正に之あるかの

如 く信ぜ られるのである。然 し此以上の共等の仕事の實行は一層巧妙精緻な考察工夫によるにあらすん

ぱ,徒 に事 を困爲Lに陥らしめるのみで,得 られた結果は甚数復難で,直 接的の感 じに乏 しく,其實用上の

便値の如きは甚数 低下するであらうと豫見きれる。但實用上特定の範囲 の内で特殊の凡例 として随意に

特殊記載法を巧案使用すろ事は少 しも差支ないわけで,叉 時には相等効果的であらうと思はれる。(前

款祀載例集中のあるものを見 よ)

最後に本方法は,既 存母型体 叉は其模式型と計書母型体と を,例 へば黒と赤と で別 々に併

記 した場合は,更 に其両 者の結局出來上 り母型体父は其模式型の数式が,直 に前記両数 式の

純粋数學的演算類似の数式変形によつて簡単 に得 られる事は自明であつて,此点 は本解法の

一興味点 に加へ得るかと信ずる次第である。

§3・2・ 本方法の特性の再吟味

扱叉,翻 つて考へるに,既 に幾度か云ふナこ様に,本 方法の目的は,あ り得 るあらゆる樹木

群落の形態一般を記載 しようミするのではないのであつて;實 に其の外部構造形態上の諸特

性,殊 に単位樹木の水平 的 及垂直的の幾何學上の及数量上の 相互の 關係並に樹種 の差別等

におごして観察の焦点 を置いた記載法の一つの解決である。 換言すると,理 論上母型体其

者の記載ではな くて,主と して其模式型の記載方法である。 然 し,そ れにも關 らず,緒 論

§1,に も考察 した如 く,得 られナこ結果は實用上柑當有効な応用性を保有 して居るのである。

が同時に,此 方法其物には一方猶,少 くミも外観上の種 々なる,遺 憾なる,鋏 隔の若干を有

つて居るかの如 く見 えるのであつて;今 蝉 決陥,若 くは鋏陥 らしく見 えるものの主なものに

次の諸項が當然数 へ られるのである。

1)任 意の母型体 から,其 模式型を抽出する事は結果 に於て其れが 人の技術に依厨する

限 り,そ こに多数 の解答が撒 々同時にあり得 るのである。



2)任 意の模式型に相當する其の数式 も亦,様 同多数解が同時に併存する事が事實数 々あ

り得 るのである。

3)任 意の数式か ら逆に 想像 し得 る其模式型は 理論上實に無数 である。(其数 は理論上

数式の 。。乗簾個ある事となる)

4)況 んや任意の数式か ら一層逆 に想像 し得 る其 母型体 の数は理論上更に一層 無数 であ

る。(其数 は理論上数式の 。。。。乗黒個 ある事となる)

而して今此内,先 づ(1)及(2)に 就て考へるに,仕 事全体 の實用上の目的に応ずる,・-H.一

定の母型体 から誘導 さるべき最適の解は理論上常に只一つであるべきであるが,そ れに も關

らず如上0)(1)及(2)に 於て 見る多数解の存在の事實ある理由は結局数式の作製が純理

論の他に事實の認識制断能力 に,從 つて結局技術上の問題に,依 厨すべき分子を大 いに含ん

で居るか らであると云ふ事と なる。然るに如上の性質は,帥,問 題 の解析には原則と して常

に必ず事實の認識判断能力の多分を必要とするといふ性質は,一 方,當 初の企圖其 自身の特

性上寧ろ當然其拠に保留附滞せ らるべ き性質と も考へ得 るのであつて,之 は少 くとも,必 し

も一概に排斥せらるべ きものではないのである。

次に(3)及(4)は 一見實に本解法の最大の 致命的欠陥ぜさへ 考へ られる事項であるか

の様に見えるのであ らう。が,よ く考へて見ると,正 しくは,實 は,こ れ も解法の鋏陥と云

ふよりは,矢 張 り,當 初の企圖其自身の特性上當然其虜に保留附滞せ らるべ き殆んさ不可避

的の性質 ご考へ らるべ きものの 他め…つであつて,若 し夫れ解法の 結果の實用上の 慮川の

便宜を考慮に人れるな らば,そ 兼は一転 して寧ろ本解法の一長所 こも考へ得 られるが如き性

質 なのである。(次 款参照)

§3・3・ 實用上への応用 方法の實際に就て

本方法を實用 に応用するに際 しては,先 づ次0)如 き一般的考察が誘導 される。

1)種 々なる造園植栽計書の外部構造形態の大体 は之を 文章で記述する代りに下記の様

な"プ ラン撒式併用法"に よつて 相當明瞭に一覧的に表示する事が出 來上るご考へ られ

るo

薙にプラン激式併用法 ミは先づ計書工案の精密 なプランを描 き,其 上に加へて,其 部分毎

局部毎に,本 方法による激式を添記する方法をいふものミ約束する。か くすると両者の歓点

は互に他の長所で補ひ合はされ,結 果が最効果的と なる事恰 も例へば鐵筋混凝土の構造原理

の如 くなるであらう。而しτ此場合,或 種の目的に対して は,事 情が許せば,其 のプランに



母型体 を描 く代 りに其模式型体を描 くと事は一層効果的と なるであ らう。 但し,其 プラン

は少 くとも
 1 

100 以上のものでないと不明瞭であつて實際
 1 

600
以下の ものの場合が多い

現實の事情に適用 され難 く考へ られるが,此 場合プランは必ずしも現實の領域相當の紙上に

全部描 く事を要せず,其数 式の一単位 だけを描けば十分なのであるか ら,當 該 プランは結局

本李面圖と別個に其一単位 相當だけを凡例と しτ其数式と併記 しザ(都 合玖第で,要 すれば

加へて其立正面圖等一 それを所謂 にす ると猫面白いであらう一 も添加 して)本

李面圖には本來の方法に加へて1・2・3・ 等の合せ番號だけを適當に註記すれば足 りるので

ある。(第 一圖峯照)

2)本 分法による数式其自身か ら逆 に其母型体を想像する事は 理論上は 甚困難である事

は,前 款で述べた通 りであるから,プ ランを件はない撒式だけでは一見實用上の意味に乏し

い様にも考へ られるが,事 實は決 して左様ではないのである。即現實に甚撒 々起 り得 る母型

体に就ては其数 式記號 の最 も合理的な形が自ら一般に規定せ られるのであるから,其鹿でそ

れから其逆を想像す る事は プランなしででも俄然甚容易になると考へられるのである。 次

に然 らざる場合 栂型体 ピ其数式と の直接の關係が一般に承認濟でない竣合)に も,一つの

数式から逆に想像 され得 る模式型の郵が理論上無数である事,假 令前述の通 りであつて も;

其等撒無の模式型を代表する…個の代表模式型を 假定案 出する事は可能である。 少 くとも

其等無数 の模式型に共通する特性をそなへる盧の 即 其郵式の特性を 保有する虜の一個の模

式型を抽象的に贈裡に描 く事は容易であつて,或場合 には,如 上抽象的に規定ずけるといふ

事は,寧 ろ其 プランを確立併記するよりも事柄に弾力性を與へ乍 ら然 も同時に事柄の大勢

を相當明瞭に記載 し得る事,文 章による仕様 記載に似て,其 簡明なる貼更

にそれよりも優秀な場合あるを辮 めないといび得 られるのである。

3)本 分法は既に幾度か云ふた通 り,主と して模式型を通じての母型体 の記載法であつて

其以上の ものではないのである。 それ故,例 へば日本庭園の如 く樹木の樹勢(樹 辰其他)に

重要な特性を認めねばな らない鎚園椎栽に就ては本方湛の磨犀哲がi隈乏 しいわけである。

然 し洋風 自然派の庭園の或物に於ける如 く主と して其樹木相互の 幾何學的位置形状 に少 く

とも其重大なる特性の過牛を置 くと認 め得 られるものに就いては+分 本方法の応用 性があ

ると考へ得 られるのである。而も幾何學式の植栽を伴ふ虜 の,著 者の所謂,圖 案派庭園3)のf

記載は 全 く別な 理由か ら寧ろ甚正確な母型体 を傳蓬 し得 る虜の一層 科學的且便利な方 法

 Beltsystem

(Specification)

3}"圖 案汲庭園"と いふ言葉は共通の用語法t:よ る幾何學的様式の庭園と暫 く解 して もらつて差支

ないo實 は之は著者が他日適當な機會1:於 て発表 する豫定である虎の世界庭園様式の新名命法の

一なのであるo



(例へば,精 密な ランプを以てす る方法)に 席を譲 るべ きだと信ず る。 結局,本 方法の庭

園形態記載上の応用 は實に主と して 例へば英國自然派の地積廣大なるものに,若 くは其類

似品に於て,其 最大能力を発揮するかの様である。

かくして結局本分法は少 くとも如上(1)(2)(3)の 考慮の制限内であ らゆる,在 來造園

植栽設計製圖及造園植栽の記載に応用 出來 るのであつて,殊 に例へば次に塞 げる様なものに

之を応用 し得る事は何人も容易に首叩せ られる虜であらうミ信ずる。

1)種 々なる都市造園の植栽設計製圖,特 に大小公園のそれ。

2)種 々なる自然造園4)に 於ける同上。

3)種 々なる林相の調査記載;在 來の林相圖の記載方法の改良。

圖解例"我 國神肚境内の地割模式圖"5)に 添加 しナこ林相及風致植栽計書 の数式記載(第

一圖参照)

(昭和五年五月 ・九州帝國大學農學部林學科造園學研究室)

(附

圖

第

一
圖
)

4}例 へ ば 田村 剛氏="森 林 風景 計喬"の 用 語法 に よ る。

5)邉 ・難 ・ 昭 ・2・2・ 参 照 ・



永 見 健 一=数 式による種々なる造園植裁型の記載方法
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永 見 健 一:数 式による種 々なる造園植栽型の記載方法



學 蔓 雑 誌 第四巻 第二號
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永見:造 園植栽型  NAGAMI: Landscape planting types
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圖 版 の 解 読

第 七 圖版 本文本論 §2・1・に説 く"基 本型"の 説明圖

第 八 圖版 本文本論 §2・5・に説 く,本 方法による記載例の若 干の母型体 又は其模式型

を圖示 したもの。

A METHOD TO DESCRIBE LANDSCAPE PLANTING TYPES 

         BY MATHEMATICAL FORMULAE

  (Resume) 

Ken-ichi, NAGAMI

   §  i. Introductory Note. It seems impossible to describe directly all of the 

artificial and natural landscape planting types by some simplified symbolical letters. 

But, requirement of such formulae, if possible, among many landscape experts in 

our field is very essential. They believe it will be convenient if such expression 

of construction form in planting space and in tree height of the given types as 

well as the identification of tree species will be completed. The arthor is trying 

to satisfy such requirement and propose here a new conception from such stand-

point. It is named as " Diagramatical Landscape Planting Type (D. L. P. T.) " 
and will be never suggested in our group. By such formulae definite geometrical 

pattern and its repetitional form are assumed, whose necessary and sufficient 
condition is to hold simplication of such types, especially of horizontal and vertical 

relation among the individual trees composing the given mother type as well as 

the identification of the tree species. (Proportion of number of the diagramatical 

types to the same of its mather types is cc : oc°°.) 
   Now it become possible to solve to express such a given diagramatical types 

by some simple definite mathematical formulae (course I) whose method being 

the essential subject of this paper. 

   Moreover, it will be theoletically possible to extract the most suitable dia-

gramatical type, whose proper mathematicaI formulae may be found, from any 

given mother types, the necessary character of the later projected on the former 
as severyly as possible (course II) ; while its practical technique must depend on 

field workers geneous or on a few authorities, and such must be the natural 
consequence of the subject itself, as to the authors belief.



   §  2.1. The Prototype and Their Combinations. At first, differentiate (or 
decompose) all of the existing constructing form of the given diagramatical types 

into about " 5 Prototypes," whose illustrations are shown in Supplementary PI. VII : 

The Representative Fundamental Symbolical Letters and Their Conventionalyzed 

Definitions : 

AI = case of single planting. 

A2 , A3 ...... = case of a pair, trinity &c. ... , as an organized group from 

       the formal stand pt. of view, their mutual distances being not as just 
       the same in the usual case, especially in the Japanese technique. 

   A3, = case of a number of trees as an organized one, their mutual distances 

       holding not as the same value. 

Ape= ditto, but the distance being nearly as the same value. 

   Now apply the mathematical symbole and for the holizontal combinations 

and repetition of the same prototypes and of the different ones. Assume some 

new conventions in adding representative letters, some symbolical descriptions, 
showing respectively some " Attribute " and the " Repetition Numbers (or its 

Proportional Numbers) " of the individual trees which construct the diagramatical 

types as shown in Table I a. 

   Then we shall have the general formula No. i (or that of A, Table II) for 

any given types, but of the same height. 

   Secondly, integrate the given formula between the given limit (area or belt), 
to show their given domain as shown for example in Table I b. 

   Lastly, put the value of unit area of mother types at the one side of the 

bracket of the corresponding formula. 

   § 2.2. How For Vertical Variations Make. use of the fractional-like formulae, 
as to speak, to show the height class of the tree and their gradual variations, 

getting the general formula No. 2, 3, 4 and 5 (or the formula B) in Table II. 

   § 2.3. How For The Tree Species and For Their Shapes Differentiate the 
representative symbole as to distinguish trees and shrubs, if necessarily the tree 

species, into as for examples :

A-->

A', B', C', 

A", B" Cr 

B"' C"' 

a, b, c

い',ろ',は',

い",ろ",は",

い'",ろ"ノ,は"',

イ,ロ,ノ ㍉

heighest storied 

heigher  „ 

heigh  „ 

low „

trees

shrubs



 

• Add some difinite  conventional symboles to the representative letters A, for 

the geometrical form (formal trees, by means of both trimmed or not) such 

as ® 

   § 3.I. Supplementary Note : The avove described scheme is the author's 
originality. The fundamental idea throughout the whole plan ; the conventional 
use of the mathematicel symboles shall be the guiding principle which results 

particular interest as well as the applied value, while moreover further conven-
tional scheme shall also be possible, if desired along the same line. 

   Moreover, having written down some formulae of the existing plants and of 

the planning ones by two coloured ink (such as black and red), added them by 

the mathematical scheme, we shall, have the formula of the complete type. 

   § 3 2. Practical Aplication Consequently, some practical applying field of 
the method may be found out in next cases : 

I) Writing down the formula on the planting design chart of a larger civic 

1= nds.cape architectural design, i.e. a recreational city park, the sketch plan of 

planting may sometimes be the diagramatical one which defined in previous 

pages. If it is difficult to sketch the planting plan on the chart itself, the conven-
tional table may be added apart the chart. 

    2) Using the formulae alone on some other cases may still practically effec-

tive, i. e. the (actually or of planning) forest chart of larg natural landscape 

architectural design. See Fig. I : diagramatical landscape recreational design of 

the Japanese typical shrine ground, originally designed by the author.

(May, 1930 room of L. A. , faculty of Forestry, Kyushu Imperial University in Japan).


